
 

 

 

 
 

「金
こん

勝
ぜ

小
しょう

の風物詩
ふうぶつし

 －ツバメの巣作
すづく

り真っ盛
ま   さか

り―」 
 

校
こう

 長
ちょう

 川那部
か わ な べ

 隆
たか

德
のり

    

アジサイの花
はな

が、ちらほら咲き始める
さ    はじ    

季節
きせつ

となってきました。日中
にっちゅう

は、汗
あせ

ばむく

らいの初夏
しょか

の陽気
ようき

が続き
つづ  

、夏
なつ

へ向
む

かっていることを実感
じっかん

します。 

先日
せんじつ

は、学習
がくしゅう

参観
さんかん

・ＰＴＡ総会
そうかい

・学級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

へのご参加
  さんか

ありがとうございま

した。保護者
ほ ご し ゃ

の皆さん
みな    

に熱心
ねっしん

に参観
さんかん

していただき、子ども
こ   

たちも張り切って
は  き   

学習
がくしゅう

していました。お子
 こ

さんのがんばりをたくさん誉
ほ

めてあげてください。 

 

 さて、４月
がつ

の中
ちゅう

・下旬
げじゅん

頃
ころ

から、ツバメが校舎
こうしゃ

の軒下
のきした

に巣作
すづく

りを始
はじ

め、田植え
た う  

の時期
じ き

にみるみる大
おお

き

くなっていきました。その巣
す

からヒナが顔
かお

をのぞかせるのは、いつ？ 今日
きょう

か？ 明日
あした

か？ と子
こ

どもたち

と楽
たの

しみにしています。 

ツバメは北半球
きたはんきゅう

に広
ひろ

く生息
せいそく

し、春
はる

から夏
なつ

にかけて暖
あたた

かい東南
とうなん

アジアから日本
にほん

にやっ

てくる渡
わた

り鳥
とり

です。その移動
いどう

距離
きょり

は数千
すうせん

ｋｍにも及
およ

びます。昔
むかし

からツバメが家
いえ

に巣
す

を

作る
つく  

と縁起
えんぎ

が良い
よ  

とされ、軒下
のきした

にわざわざツバメの通り道
とお  みち

となる抜け穴
ぬ   あな

を設
もう

けたり、ヒナ

が巣
す

から落ちない
お    

ように台
だい

を設けたり
もう            

している民家
みんか

も多く
おお    

ありました。一日
いちにち

に数百匹
すうひゃっひき

もの昆虫
こんちゅう

を

食べる
た   

ツバメは「害虫
がいちゅう

を食べて
た   

農作物
のうさくもつ

を守
まも

ってくれる益鳥
えきちょう

」として、また人
ひと

通り
どお  

の多い
おお  

場所
ばしょ

に巣
す

を

作る
つく   

ことから「商売繫
しょうばいはん

盛
じょう

」の象 徴
しょうちょう

として大切
たいせつ

にされてきました。ツバメにとっても人
ひと

通り
どお  

の多い
おお  

場所
ばしょ

は、カラスやネコ、ヘビなどの天敵
てんてき

からヒナを守る
まも  

ことに好都合
こうつごう

です。このように、人
ひと

とツバメは

長年
ながねん

共存
きょうぞん

してきたわけです。 

巣作り
す づ く  

は、オスとメスが共同
きょうどう

で行 い
おこな   

、メスは５個
 こ

ぐらいの卵
たまご

を産んで
う    

２週間
   しゅうかん

ほど

卵
たまご

を温めます
あたた           

。ヒナがかえると親
おや

鳥
どり

はひっきりなしにエサの昆虫
こんちゅう

を運んで
はこ      

子
こ

育て
そだ   

をし

ます。そして、成長
せいちょう

したヒナは３週間
   しゅうかん

ほどで巣立って
す だ    

いくそうです。 

ところが、人
ひと

の生活
せいかつ

様式
ようしき

や住宅
じゅうたく

環境
かんきょう

の変化
へんか

、巣
す

の材料
ざいりょう

となる土
つち

の供
きょう

給源
きゅうげん

である水田
すいでん

の減少
げんしょう

な

どにより、ツバメの数
かず

は４０年前
        ねんまえ

の半分
はんぶん

以下
い か

に減少
げんしょう

しているという調査
ちょうさ

もあるそうです。 

多く
おお   

のツバメが校舎
こうしゃ

の軒下
のきした

に巣作
すづく

りをし、子
こ

育て
そだ   

をする様
さま

は、自然
しぜん

と人
ひと

とが調和
ちょうわ

した金
こん

勝
ぜ

の地
ち

にある

本校
ほんこう

ならではの風物詩
ふうぶつし

といえるでしょう。先日
せんじつ

、職員
しょくいん

が、昇降
しょうこう

口
ぐち

屋根
や ね

裏
うら

の巣
す

の下
した

に糞
ふん

除け
よ  

の板
いた

を設置
せっち

しました。子ども
こ   

たちとともにヒナの成長
せいちょう

を温かく
あたた    

見守
みまも

り、そして、その姿
すがた

に子
こ

どもたちの成長
せいちょう

を

重
かさ

ねながら、地域
ちいき

を愛
いと

おしむ心情
しんじょう

を育
はぐく

んでいきたいと思
おも

います。地域
ちいき

、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

のご理解
  りかい

、ご支援
  しえん

をよろしくお願
  ねが

いします。 
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